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した。空洞共振器を用いることによりマイクロ波 (35 GHz) の振動電磁場 (Erf 及び Hrf) を分離し，試料の結晶
軸に対して Erfllc または Hrfllab となる空洞共振器内の適当な位置に試料を置いて共鳴の試料サイズ依存性を測





でマクロ測定中心であった磁束系の研究に新概念を与える可能性がある。本研究では Bi 2Sr2CaCu20S+8 単結晶の
c 軸方向に重イオンを照射して強いピン止め中心(柱状欠陥)を導入し， Cl10 2 層の相関を様々に変えた試料につ
いてジョセブソン・プラズマ共鳴の研究を系統的に行った。非照射試料の磁場角度依存性はすべての温度範囲で
結晶構造を反映して 2 次元的である。一方，重イオン照射を施した試料においては低温領域で 3 次元的な振る舞
いに近づいていくが， Tc 近傍の高温域では 2 次元的な振る舞いをする。これは，低温では柱状欠陥に磁束が入る






導電子の位相の整合性 (coherence) を知ることにある。多層ジョセフソン接合系である高温超伝導体，特に Bi 2 Sr2
CaCllzOS+8 (BSCCO) において見られる超伝導電子の集団励起モードであるジョセフソン・プラズマは c 軸方向の
coherence を直接観測できる数少ない手段である。
本研究の意義を以下に挙げる。
まず第一に，それまでに理論的に予測されていたものの，実験的には区別されて議論されていなかった縦モードと
横モードを空胴共振器を用いた精密な実験により系統的に区別できたことである。これによって，本質的な超伝導プ
ラズモンである縦モードを励起できる方法が確立された。この事は超伝導体における南部-Goldstone ボゾンの観測も
示唆している。第二は，様々な磁束状態におけるジョセブソン・プラズマの系統的な測定によって高温超伝導体の磁
束状態を明快に記述できる表式を導入したことにある。これにより，高温超伝導体のあらゆる磁束状態における c 軸
方向の coherence を統一的に記述できた。
以上，本研究は他ではなされないであろう非常に独創的なものであり，超伝導の研究における新たな概念を与える
可能性があるといえる。よって，博士(理学)論文にふさわしい価値を持つと認める。
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